
 

 

 

 

 

 

 Ｃｈｒｏｍｅリモートデスクトップによる ODF解析 
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１．概要 

ＸＲＤ，ＥＢＳＤで測定したデータから方位解析をリモートで解析を行うツールとして 

Ｃｈｒｏｍｅリモートデスクトップの環境を使いホスト＜－＞クライアント間で操作画面を共用し 

作業を行います。会話がサポートされていないため、ＷｉＦｉにおけるＬｉｎｅ機能を使います。 

測定データは、ＸＲＤのθ／θプロファイルと極点データ、ＥＢＳＤ測定データを扱います。 

  データ解析の場合、ホスト側のデータを使います。 

  若し、お使いの環境で作業が行う場合、私はクライアントとして接続を行います。 

  私の環境は、 

ＣＴＲソフトウエア 
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 ＭＴＥＸ 

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ 

 で解説します。 

  この作業では軽費は発生しません。未だ手探り状態のため、接続をお願い致します。 

 

  作業中、Ｗｉｎｄｏｗｓのｕｐｄａｔｅを避けるように設定してください。 

  例えば、アクティブ時間を午前０時から６時までなどで避けます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．Ｃｈｒｏｍｅデスクトップの準備 

 

 Ｃｈｒｏｍｅリモートデスクトップ 

   

 

 

 この画面が表示されれば準備完了 



３．接続手順 

３．１odftex@ybb.ne.jp宛にリモートデスクトップの目的を連絡  

  目的の明確化 

  日程の決定 

  ホスト、クラウアントの決定 

 

 ３．２ｌｉｎｅ接続 

  メールでｌｉｎｅＱＲコードを送付します。 

 

３．３ｌｉｎｅによりアクセスコード開示 

  ホスト側から、アクセスコードをクライアント側に提示 

 

３．４クライアント側からホストに接続 

  ホストから接続許可 

 

  作業が開始されます。 

 

４．ＬａｂｏＴｅｘの設定 

 ＬａｂｏＴｅｘのプロパティ 

  

 管理者としてこのプログラムを実行は行わないに設定してください。 

mailto:odftex@ybb.ne.jp

